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８・６行事を紹介

センドフ大使 海生会長佐々木代表理
事

「
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会

」
が
７
月

８
日

（
金

）
、
駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
大

使
館
か
ら
ブ
ラ
ゴ
ヴ

ェ
ス
ト
・
セ
ン
ド
フ
全

権
大
使
を
迎
え

、
広
島
市
中
区
で
設
立
さ
れ

ま
し
た

。
設
立
総
会
・
パ
ー

テ
ィ
の
前
後
に

は

、
記
念
事
業
と
し
て
広
島
修
道
大
学
で
の

講
演
会

（
当
協
会
と
同
大
学
共
催

）
や
広
島

市
長

、
２
大
学

、
地
元
企
業
の
表
敬
訪
問

、

昼
食
懇
談
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

（
詳

報
は
次
号

）

ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ-ＢＵＬＧＡＲＩＡ　ＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮ

ばらとヨーグルトと世界遺産を有する東欧の国

神様がくれた国･ブルガリア

ー

し
て
約
1
年
半
後
の
０

７
年
1
月
か
ら

、
Ｅ
Ｕ
に

加
盟
す
る
予
定
で
あ
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た

。

　
次
い
で
同
大
使
は

、
ブ

ル
ガ
リ
ア
帝
国
を
建
国
し
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　　会
長
に
海
生
氏
、
代
表
理
事
に
佐
々
木
氏

「
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ

リ
ア
協
会

」
の
設
立
総

会
と
記
念
パ
ー

テ
ィ
は

８
日

（
金

）
夜

、
広
島

市
中
区
の
広
島
県
民
文

化
セ
ン
タ
ー

で

、
開
催

さ
れ
ま
し
た

。

シ
ア
・
ソ
連
に
よ
る
４

５
年
間
の
共
産
主
義
社

会
に
置
か
れ
た
ブ
ル
ガ

リ
ア
の
歴
史
を
踏
ま
え

な
が
ら

「
広
島
か
ら
新

た
な
国
際
平
和
・
交
流

矢田部助教

市
長
や
２
大
学
長

、
乳
業
工
場
な
ど
を
表
敬
訪
問

│
セ
ン
ド
フ
駐
日
全
権
大
使
が
名
誉
顧
問
に
│

「
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会

」
が
誕
生

広
島
修
道
大
で

「
記
念
講
演
会

」
カザンラック市長ら
が｢平和都市会議｣に

（
児
玉
正
憲
学
長

）
と

当
協
会
の
共
催
に
よ
る

「
設
立
記
念
講
演
会

」

(

担
当
・
矢
田
部
順
二

助
教
授
＝

協
会
理
事

）

の
講
演
の
た
め
に

、
同

大
学
を
初
め
て
訪
問
し

ま
し
た

。

　
講
演
タ
イ
ト
ル
は

、

ブ
ル
ガ
リ
ア
と
Ｅ
U
で

　
当
協
会
の
会
長
に
選

任
さ
れ
た
海
生

(

か
い

お

)

直
人

(
な
お
と

)

氏

（
広
島
修
道
大
学
教

授

）
は

、
５
０
０
年
間

の
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ

の
占
領
下

、
さ
ら
に
ロ

た
意
義
を
強
調
し
な
が

ら
歓
迎
し

、
今
後
の
相

互
交
流
の
活
発
化
に
期

待
を
寄
せ
ま
し
た

。

　センドフ大使は設立総会前に、協会
設立準備委員会メンバーと広島市に
秋葉忠利市長を表敬訪問し、同市長
から「８・６」にブルガリア・カザンラック
のダミャノフ市長が「平和都市会議」な
どの出席のために来広する、と報告が
ありました。

て

以

来

の

同

国

の

歴

史

や

、
現
在
の
国
情
な
ど
を

説
明
し

、

「
み
な
さ
ん
も

ブ
ル
ガ
リ
ア
に
１
度
来
て

く
だ
さ
い

」
と
講
演
を
締

め
く
く
り
ま
し
た

。

　
こ
れ
に
は

、
同
大
学
の

前
学
長
・
市
川
太
一
教
授

を
は
じ
め
と
す
る
教
授
や

学
生
に
加
え
て

、
隣
接
す

る
広
島
市
立
大
学

（
藤
本

黎
時
学
長

）
の
大
庭
千
恵

子
助
教
授
や
学
生

、
県
の

職
員

、
当
協
会
会
員
な
ど

約
８
０
人
が
参
集
し

、
同

大
使
の
講
演
に
耳
を
傾
け

ま
し
た

。

　
席
上

、
学
生
や
同
大
学

教
員

、
市
民
ら
か
ら

、
選

広島市近郊

大
使

、
協

会
役
員
と

　
こ
の
日

、
設
立
総
会

に
先
立
ち
セ
ン
ド
フ
大

使
は

、
広
島
修
道
大
学

2007年1月にＥＵに加盟

、
同
大
使
は

、
Ｅ
Ｕ
加
盟

を
予
定
し
て
い
る
ブ
ル
ガ

リ
ア
の
現
状
と
課
題

、
今

後
の
発
展
な
ど
に
つ
い
て

約
１
時
間

、
講
演
し
ま
し

た

。
同
大
使
は

、
Ｅ
Ｕ

の
歴
史
や
加
盟
国

（
２
５
カ
国

）
の

状
況
を
解
説
し
た

後

、
Ｅ
Ｕ
議
会
が

今
年
4
月
１
３
日

に

、
ブ
ル
ガ
リ
ア

連
携
し
て
の

経
済
交
流
の

推
進

、
ブ
ル

ガ
リ
ア
講
座

の
開
催

、
来

年
6
月
の
同

国
訪
問
な
ど

を
発
表
し

、

賛
同
を
受
け

ま
し
た

。

　
同
大
使
は

平
和
都
市
・

広
島
市
に
ブ

ル
ガ
リ
ア
協

会
が
誕
生
し

･
貢
献
の
た
め
の
地
道

な
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い

」
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た

。

　
代
表
理
事
の
佐
々
木

典
明
氏
は

、
今
後
の
活

動
と
し
て

、
県
な
ど
と

秋葉市長

挙
結
果
の
影
響
や
ロ
シ
ア

と
の
関
係
性
な
ど
に
つ
い

て
活
発
な
質
問
が
出
さ
れ

と
ル
ー

マ
ニ
ア
の

Ｅ
Ｕ
加
盟
を
承
認

し
た
こ
と
を
報

告

。

　
さ
ら
に

、
Ｅ
Ｕ

の
法
律
や
経
済
な

、
有
意
義
な
学
術
交
流
が

で
き
ま
し
た

（
通
訳
は
海

生
郁
子
さ
ん

）
。

ど
各
種
の
制
度
を
ク
リ
ア
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学術、文化、経済交流などを活発
ひ　ろ　し　ま　と　ブ　ル　ガ　リ　ア

　

　
こ
れ
に
先
立
ち

、
同

大
使
と
協
会
メ
ン
バ
ー

は

、
同
学
長
の
好
意
を

受
け
て

、
学
長
応
接
室

で
昼
食
懇
談
会
に
臨
み

　
次
い
で

、

同
大
使
は

、

広
島
修
道
大

学
の
近
く
に

あ
る
広
島
市

立
大
学
を
訪

問
し

、
藤
本

黎
時
学
長
や

石
渡
孝
副
学

長

、
当
協
会

理
事
の
大
庭

助
教
授

（
ブ

ル
ガ
リ
ア
を

含
む
バ
ル
カ

ン
半
島
現
代

史
専
攻

）
ら

と
意
見
を
交

換
し
た

。

　
席
上

、
学

長
と
大
使
の

間
で

、
同
大
学
の
沿

革
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
の

歴
史

、
同
大
使
が
数

学
者
で
ソ
フ
ィ
ア
大

学
長
を
経
て
国
ア
カ

デ
ミ
ー

議
長
を
務
め

て
い
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ

ま
し
た

。

　
中
で
も

、
ブ
ル
ガ

リ
ア
に
２
度

、
訪
問

し
研
究
し
て
き
た
大

庭
助
教
授
と
の
間
で

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
文
字

児玉学長（左手前から２人目）と懇談するセ
ンドフ大使（右側同２人目）

ブルガリア語キリ ル文字と歴史を語
る

藤本学長（右から２人目）、大庭助教授（同４人目）とブルガリ

アの歴史･文化について懇談するセンドフ大使（手前）

　
記
念
講
演
会
に
続
い

て
同
大
使
は

、
同
修
道

大
学
の
学
長
応
接
室
で

児
玉
学
長
や
川
内
劦

、

川
本
明
人
の
両
副
学
長

セ
ン
ド
フ
大
使

、
協
会
役
員
と
と
も
に

児
玉
学
長

、
川
内

、
川
本
両
副
学
長
ら
と
懇
談

広島修道大

ワ
イ
ン
な
ど

の
産
物

、
教

育
制
度
な
ど

を
紹
介
し
な

が
ら
広
島
修

道
大
学
と
ブ

ル
ガ
リ
ア
の

大
学
と
の
学

術
交
流
や
交

換
留
学
の
実

学
長
に
記
念
メ
ダ
ル
と

書
籍
が

、
同
学
長
か
ら

同
大
使
に
記
念
品
が
贈

ら
れ

、
今
後
の
交
流
の

促
進
を
確
認
し
合
い
ま

し
た

。

　
ま
た

、
お
互
い
の
健

勝
と
再
会
を
期
し
て
参

加
者
全
員
で
記
念
の
写

真
に
納
ま
り
ま
し
た

。

教
授

（
同
理
事

）
矢
田

部
助
教
授

（
同

）
な
ど

も
加
わ
り

、
和
や
か
な

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た

。

　
席
上
で
は
大
相
撲
で

準
優
勝
し
た
琴
欧
州
勝

紀
関
の
話
題
を
は
じ

め

、
体
操

、
柔
道

、
剣

道
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
の

話
題
に
花
が
咲
き
ま
し

た

。

　
こ
の
中
で
同
大
学
剣

道
部
部
長
を
務
め
る
木

谷
教
授

（
剣
道
７
段

）

か
ら

、
ブ
ル
ガ
リ
ア
で

の
剣
道
熱
に
つ
い
て
の

質
問
と
剣
道
交
流
を
実

施
し
た
い
旨
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た

。

木
谷
教
授
が
剣

道
交
流
を
提
案

修
道
大
と
の
学

術
交
流
を
期
待

藤本学長や石渡副学長、

大庭助教授らと意見交換

広
島
市
立
大

大学の沿革や学内組織などを説明 学長

大使

、
大
熊
忠
之
法
学
部
長

ら
と
懇
談

。
同
大
学
の

歴
史
や
規
模

、
学
部
数

な
ど
を
聞
き
な
が
ら

、

今
後
の
学
術
交
流
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
し

ま
し
た

。

　
名
刺
交
換
の
際
に
は

、
林
正
夫
・
修
道
学
園

理
事
長
が
来
室
し
て

、

「
ゆ

っ
く
り
し
て
下
さ

い

」
と
歓
迎
の
意
を
表

し
ま
し
た

。

　
懇
談
で
セ
ン
ド
フ
大

施
な
ど
に
期
待
を
寄
せ

ま
し
た

。
最
後
に

、
セ

ン
ド
フ
大
使
か
ら
児
玉

使
は

、
ブ
ル

ガ
リ
ア
の
国

情
や
ヨ
ー

グ

ル
ト

、
ロ
ー

ズ
オ
イ
ル

、

ま
し
た

。

　
同
懇
談
会
に
は

、
同

大
学
の
海
生

（
協
会
会

長

）
、
木
谷
直
俊
の
両

懇談後にセンドフ大使、児玉学長を中心に参加者全員で記念

ブ
ル
ガ
リ
ア
ミ
ニ

情
報

国名：ブルガリア共和国
広さ：約111平方㎞（日本の 約3分の
１）
人口：800万人弱
首都：ソフィア（約100万人）
言語：ブルガリア語

ヨーグルトと香水原料ローズオイル
（世界のシェアー７～８割）の東欧国

いまだ遠き東欧の国　―　アジアとヨーロッパの接続点との相互理解を 　あなたも私も！

・
キ
リ
ル
文
字
の
歴

史
と
周
辺
諸
国
へ
の

影
響
な
ど
に
つ
い

て

、
活
発
な
意
見
交

換
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た

。
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育もう広島とブルガリアの友情
広島県や広島市の代表者らと活発に交流

訪
問
し

、
紙
元
秀
樹
専
務

理
事

、
竹
内
幸
一
郎
事
務

局
長
・
交
流
部
長
と

、
し

ば
し
懇
談
し
ま
し
た

。

　
席
上

、
同
大
使
は
ブ
ル

ガ
リ
ア
が
ヨ
ー

グ
ル
ト
と

世
界
一
の
ロ
ー

ズ
オ
イ
ル

生
産
国
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
な
が
ら
同
国
と

の
今
後
の
交
流
推
進
へ
の

協
力
を
要
請
し
ま
し
た

。

　
ま
た

、
協
会
設
立
準
備

委
員
会
役
員
が
当
日
夜
の

の
輸
出
に
力
を
入
れ
た

い

」
と
強
調
し
ま
し
た

。

　
同
大
使
か
ら
同
市
長
に

ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ワ
イ
ン

が

、
同
市
長
か
ら
同
大
使

に
平
和
宣
言
と
写
真
集
な

ど
が

、
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ

ま
し
た

。

 
最
後
に

、
セ
ン
ド
フ
大

使
と
秋
葉
市
長
を
囲
ん

で

、
案
内
し
た
協
会
メ
ン

バ
ー

が
記
念
写
真
に
納
ま

り
ま
し
た

。

　
な
お

、
こ
の
日

、
市
側

か
ら
参
加
し
た
の
は
市
長

の
他

、
竹
本
輝
男
市
民
局

長

、
松
本
良
徳
国
際
担
当

課
長

、
行
広
真
明
秘
書
課

障
害
担
当
ら
で
し
た

。

　
協
会
側
か
ら
は

、
浅
野

洋
二
相
談
役

、
佐
々
木
代

表
理
事

、
い
ま
む
ら
こ
う

みんなが主役 各自の個性、特徴を発揮して素晴らしい出会いと素敵な「国際貢献」を

　

岸
田
文
雄
（

衆
院
議
員
）

斉
藤
鉄
夫
（

衆
院
議
員
）
、

中
村
秀
美
（

福
山
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
）

平
岡
　
敬
（

前
広
島
市
長
）

福
本
潤
一
（

参
院
議
員
）

　
当
協
会
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

（

５
０
音
順

2
0
0
6
年
４
月
末
現
在
）

「

ひ
ろ
し
ま
･
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会
」

役
員

　　

テ
ィ
ー

へ
の
参
加
を
案

内
す
る
と

、
同
専
務
理

事
に
は
先
約
が
あ
る
の

で
同
事
務
局
長
が
出
席

す
る
と
快
諾

。
同
設
立

総
会
・
記
念
パ
ー

テ
ィ

で
は
来
賓
と
し
て
出
席

し
て

、
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た

。

　
さ
ら
に
セ
ン
ド
フ
大
使

は
広
島
市
庁
舎
を
訪
れ

、

秋
葉
市
長
と
平
和
･
経
済

交
流
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し
ま
し
た

。
同
市

長
か
ら
は

「
８
月
５
日
の

平
和
都
市
会
議
に
ブ
ル
ガ

リ
ア
･
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市

の
市
長
が
参
加
す
る
た
め

広
島
を
訪
れ
ま
す

」
と
報

告
が
あ
り
ま
し
た

。

 
ま
た

、
同
市
長
は

「
ブ

ル
ガ
リ
ア
の
発
展
の
た
め

に
文
化
交
流
に
加
え
て
経

済
交
流
が
必
要
で
は
な
い

か

、
広
島
で
で
き
る
こ
と

な
ら
応
援
し
た
い

」
と

エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た

。

　
同
大
使
は

「
こ
れ
ま
で

ヨ
ー

グ
ル
ト
が
輸
出
の
主

役
だ

っ
た
が

、
こ
れ
か
ら

は
ブ
ル
ガ
リ
ア
･
ワ
イ
ン

姉
妹
都
市
縁
組
や
経
済
交
流
な
ど
で
意
見
交
換

秋
葉
市
長

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
支
援
を
約
す

広島市

市長

大使 ワイン輸出に力入れる

経済交流の必要性強調

ひろしま国際センターで、紙元

務理事、竹内事務局長と懇談

広
島
市
中
区

の
平
和
大
通

り
沿
い
に
あ

る

(

財

)

ひ

ろ
し
ま
国
際

セ
ン
タ
ー

を

ブ
ル
ガ
リ
ア
ワ
イ
ン

佐
々
木
典
明
（
中
国
放
送
顧
問

）

藤
田
洋
三
（
日
本
ブ
レ
ス
ト
総
務
部
長

）

今
村
　
功

(

Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
代
表

）

樋
口
英
子
（
団
体
職
員

）

理
　
事
　
　

阿
部
義
典

、
大
庭
千
恵
子

、
小
野
寺

　
　
　
　
　

茂

、
木
谷
直
俊

、
高
面
寿
子

、
児
玉

　
　
　
　
　

浩

、
佐
々
木
愛
子

、
高
丸
 

晃

、
寺

　
　
　
　
　
　

田
満
和

、
冨
沢
佐
一

、
中
原
好
治

、

　
　
　
　
　

福
本
尚
子

、
本
多
み
と
り

、
松
尾
健

　
　
　
　
　

司

、
三
島
佳
代
子

、
村
井
小
夜
子

、

　
　
　
　
　

矢
田
部
順
二

、
山
尾
ひ
と
み

、
米
山

　
　
　
　
　

榮
子

、
渡
辺
好
造

・
事
務
局

長

、
渡
辺

好
造

、
高

丸
晃
の
両

理
事

、
在

住
ブ
ル
ガ

リ
ア
人
の

マ
リ
ノ
フ

ヴ
ラ
デ
ィ

ミ
ー

ル

、

通
訳
の
海

生
さ
ん
ら

が
同
席
し

ま
し
た

。

常
任
理
事

監
　
査

長
松
　
勇
（
中
国
放
送
取
締
役

）

会
計
理
事

事
務
局
次
長

常
任
理
事

事
務
局
長

副
代
表

理
　
事

代
　
表

理
　
事

会
　
長

海
生
直
人

（
広
島
修
道
大
学
教
授

）

相
談
役

浅
野
洋
二
（
福
山
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会

 
 
 
 
 
 
　
　
　
　
　
　
幹
事
長

）

ブ
ラ
ゴ
ヴ

ェ
ス
ト
・
セ
ン
ド
フ

　
　
　
　
　
　
　
（
駐
日
全
権
大
使

）

顧
　
問

法
人
会
員

ひ
ろ
で
ん
中
国
新
聞
旅
行

中
国
タ
ク
シ
ー

株
式
会
社

設
立
総
会
と
記
念
パ
ー

　
　
　
　
　

、
目
 
光
紀

、
佐
藤
佳
代
子

、
隅
克

　
　
　
　
　

博

、
久
繁
礼
子

、
福
﨑
香
織

、

幹
　
事
　
　

北
後
顕
児

、
小
原
寿
美

、
坂
井
紗
織

名
　
誉

顧
　
問

 
広
島
市
立
大
学
を
出
発

し
た
セ
ン
ド
フ
大
使
は

、

理
　
事

事
務
局
次
長

坂
本
光
裕
（
自
治
体
職
員

）
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編 集 後 記

琴
欧
州
の
故
郷
・
ブ
ル

ガ
リ
ア
と
の
文
化

、
経

済
な
ど
の
交
流
推
進
を

「

ひ

ろ

し

ま

･

ブ

ル

ガ

リ

ア

協

会
」

設

立

と

機

関

紙

発

刊

に

期

待

の

声

②

　

　

 

　

　

　

た

。
今
年
６
月
か
ら
通

っ
て

い
る
Ｉ
Ｔ
オ
フ
ィ
ス
エ
キ
ス

パ
ー

ト
科
で
学
ん
だ
ば
か
り

の
技
術

(

？

)

で
の
初
挑
戦

▼
い
ざ
取
り
組
ん
で
み
る
と

写
真
や
見
出
し
を
取
り
込
む

た
び
に

、
写
真
が
思
う
と
こ

ろ
に
配
置
で
き
な
い

。
見
出

し
や
本
文
が

、
勝
手
に
ペ
ー

を
作
り

、
新
た
な
紙
面
の
あ

ち
こ
ち
に
飛
ん
で
い
く
な
ど

思

っ
て
も
見
な
い
こ
と
ば
か

り
▼
そ
の
度
の

、
や
り
直
し

作
業
は
毎
晩

、
深
夜
ま
で

。

わ
ず
か
４
ペ
ー

ジ
の
紙
面
づ

く
り
に

、
費
や
し
た
時
間
は

１
か
月
余
り

。
こ
の
間

、
何

度

、
投
げ
出
し
た
く
な
る
衝

動
に
駆
ら
れ
た
こ
と
か

。
悪

戦
苦
闘
の
結
果

、
や

っ
と
の

こ
と
で

「
創
刊
号

」
を
世
に

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

ホ

ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が

、
紙
面
上
で
不
備
な
点

が

、
多
い
と
思
い
ま
す
が

、

ご
容
赦
く
だ
さ
い
▼
超
多
忙

な
中

、
協
会
発
足
と
発
刊
に

対
す
る
温
か
い
コ
メ
ン
ト
を

寄
せ
て
い
た
だ
い
た
岸
田

、

斉
藤
の
両
氏
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す

。
両
氏
の
さ
ら
な
る

ご
健
闘
と
ご
活
躍
を
お
祈
り

し
て
い
ま
す

。

(

爽

)

「

協
会
」

誕
生
か
ら

１
か
月
余
り
、

や
っ

と
機
関
紙
の
発
刊
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
▼
協
会
発
足
後

に
、

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
を
使

い
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
機
関

紙
編
集
に
挑
み
ま
し

　　　　　　　　　　会　長：海生 直人:広島修道大学教授　　       代表理事：佐々木 典明・㈱中国放送顧問
　　　　　　　　　　副代表理事：藤田 洋三・日本ブレスト総務部長  常任理事・事務局長：いまむら こうＨＩＥＳ代
表

お薬から訪問介護、デイサービスまでお任せを

（有）ヤマオコーポレーション 広島市南区翠　０８２－２５０－９８０５

「協会」役員

「みんなが主役、各自の個性を

発揮し･･･」をモットーに「ひろし

ま・ブルガリア協会」を設立された

ことを心よりお慶び申し上げま

す。

　バラとヨ－グルトそしてトラキア

墳墓など９ヶ所の世界遺産を有

するブルガリアと原爆ドーム周辺

と宮島の２ヶ所を有する国際平和

都市広島の双方の市民が、平

和・文化・学術・教育・経済などの

交流を通じて相互親睦が大いに

進みますことを期待し、「ひろし

ま・ブルガリア協会」の着実なご

発展を心よりお祈りいたします。

｢ひろしま・ブルガリア協会」の結成

と機関紙の創刊、誠におめでとうご

ざいます。

福山に次いで平和文化都市・広

島にブルガリア協会が誕生したこと

は、国際・平和･文化交流、さらに

経済交流面から見ても極めて意義

深いことだと確信しています。１９８

９年に共産主義から自由民主主義

に移行し、新しい国づくりに積極的

に取り組んでいるブルガリアとの相

互交流を推進し、「友情の架け橋」

をさらにさらに太くされんことを願っ

ています。ご健闘を。

岸田文雄氏

(衆院議員)

「
相
互
親
睦
」
を
進
め

協
会
の
着
実
な
発
展
を

平
和
・
文
化
・
経
済
交

流
面
か
ら
も
意
義
深
い

斉藤鉄夫氏

(衆院議員)

居宅介護支援、訪問介護、福祉用具貸与
デイサービス寺小屋チャオ、ひとみ薬局

販促の企画からパッケージの制作まで

㈲　巴　紙　工

広島市中区　０８２－２４１－５３１
１

㈱中国Ｌ．Ｃ．Ｃ

広島市中区　０８２－２４１－７２６４

斬新なアイデアを　いかして地域を活性化

「ひろしま・ブルガリア協会」の設立と機関紙の発刊に対し、協会顧問をはじめ各界の方々
から、ご祝辞をいただきましたので順次、ご紹介します。　(肩書きは６版＝９月１５日＝現在）


